
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■20

 知多半島医療圏内

先日、

 前立腺

療施設

手術後

 取材

いたが

  さあ

2020．9．1 

知多半島医療圏内

、地元 TV 局

前立腺がん(前立腺全摘

療施設へ紹介していましたが

手術後の回復も早

取材で石田院長

いたが比較的コンパクトなものがあったため

さあ、明日からも

知多半島医療圏内で“初”となる

局の取材を受

前立腺全摘)の

していましたが

早く患者さんにとって

石田院長は「手術室

コンパクトなものがあったため

からも患者さんのため

”となる手術支援

受けました。 

の手術で使い

していましたが、当院での

さんにとって適切

手術室のスペースが

コンパクトなものがあったため

さんのため、病院職員

泌尿器科古川統括部長

石田院長の後ろにダビンチが写っています

手術支援ロボット【

 

使います。今まではダビンチを

での加療が出来

適切な医療提供

のスペースが狭いため

コンパクトなものがあったため導入した

病院職員のために

泌尿器科古川統括部長

の後ろにダビンチが写っています

【da Vinci(ダビンチ

まではダビンチを

出来ます。創が

医療提供となります

いため、ダビンチは

した」と話されていました

のために頑張ります

取材中の様子

泌尿器科古川統括部長(上写真)と

の後ろにダビンチが写っています

ダビンチ)】が

まではダビンチを使用するために

が小さく合併症

となります。 

ダビンチは新病院への

されていました。 

ります。 

の様子 

と石田病院長

の後ろにダビンチが写っています 

が導入されました

するために遠方

合併症も少ないため

への移転時と考

 

石田病院長(下写真) 

されました。

遠方医

ないため、

考えて

 


